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令和5年度決算　わずかな差で承認
ボクも参加したよ 地域コミュニティケア事業



討  

論

令
和
5
年
度

一
般
会
計
決
算

「
認
定
」
賛
成
８

反
対
６

【
大
森
議
員
】　
反
対

同
和
対
策
は
終
了
を

　
子
育
て
支
援
や
経
済
的
負
担
軽

減
は
評
価
す
る
が
、
同
和
対
策
に

つ
い
て
は
特
別
な
施
策
は
終
了
し

て
、
一
般
的
な
施
策
と
し
て
進
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

【
豊
議
員
】　
反
対

予
算
の
無
駄
が
目
立
つ

　

海
の
観
光
拠
点
整
備
事
業
に

８
８
０
万
円
が
投
じ
ら
れ
た
が
、

成
果
が
見
ら
れ
ず
無
駄
な
支
出

だ
っ
た
。

　
全
体
と
し
て
経
常
的
な
支
出
ば

か
り
な
の
に
、
基
金
の
取
り
崩
し

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
だ
。

【
西
本
議
員
】　
反
対

観
光
施
策
と
行
政
運
営
に
不
信

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
事
業

な
ど
は
評
価
で
き
る
が
、
観
光
施

策
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
特

に
電
動
自
転
車
に
は
、
実
証
実
験

を
含
め
て
１
５
５
３
万
円
を
費
や

す
が
、
利
用
が
進
ま
な
い
。

　
役
場
の
不
祥
事
も
続
き
、
行
政

運
営
へ
の
不
信
感
が
あ
る
。

【
近
藤
議
員
】　
反
対

人
口
減
少
対
策
の
効
果
に
疑
問

　
人
口
減
少
対
策
の
方
向
性
に
問

題
が
あ
り
、
既
存
の
農
村
集
落
へ

の
関
心
が
薄
い
と
感
じ
る
。
子
育

て
世
帯
へ
の
経
済
支
援
に
1
億
円

以
上
が
支
出
さ
れ
た
が
、
出
生
数

は
減
少
し
て
お
り
、
費
用
対
効
果

に
疑
問
が
あ
る
。

【
岡
田
議
員
】　
賛
成

成
果
を
評
価
で
き
る

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
基

金
取
り
崩
し
を
最
小
限
に
抑
え
た

点
は
評
価
で
き
る
。
部
落
差
別
の

問
題
に
つ
い
て
も
根
強
い
差
別
が

残
っ
て
お
り
、
対
策
は
引
き
続
き

重
要
だ
と
考
え
る
。

決  算 　 総 括 質 疑

戦
略
的
な
取
り
組
み
は

【
問
】 

兵
庫
県
豊
岡
市
で
は

戦
略
的
な
取
り
組
み
を
定
め
、

重
点
目
標
を
定
め
て
成
果
を

出
し
て
い
る
。
大
山
町
で
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

特
に
な
い

【
町
長
】 

特
に
何
か
に
特
化

し
て
力
を
入
れ
た
訳
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
進

捗
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

今
後
の
見
通
し
は

【
問
】 

財
政
収
支
の
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

厳
し
い
見
通
し
だ

【
財
務
課
長
】 

歳
入
は
徐
々

に
減
少
す
る
見
込
み
だ
が
、

歳
出
は
減
ら
な
い
た
め
、
今

後
も
基
金
を
活
用
す
る
し
か

な
い
状
況
だ
。

小
谷
議
員

小
谷
議
員

門
脇
議
員

門
脇
議
員

少
子
化
対
策
が
負
担
で
は

【
問
】 

給
食
費
無
償
化
な
ど
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
が
財
政
上
の
過
度
な
負

担
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

国
に
要
望
し
て
い
く

【
町
長
】 

収
入
と
し
て
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
金
収
入
も

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
に

対
し
て
も
財
政
支
援
を
し
っ

か
り
要
望
し
て
い
き
た
い
。

財
政
硬
直
化
の
要
因
は

【
問
】 

令
和
5
年
度
は
経
常

収
支
比
率
が
悪
化
し
て
い
る
。

財
政
硬
直
化
（
自
由
に
使
え

る
お
金
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
）
の
要
因
は
。

人
件
費
の
増
加
な
ど

が
大
き
い

【
財
務
課
長
】 

会
計
年
度
任

用
職
員
の
待
遇
改
善
に
よ
る

人
件
費
の
増
加
、
地
方
交
付

税
の
減
少
の
影
響
を
受
け
た
。

今
後
は
経
費
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

近
藤
議
員

近
藤
議
員

吉
原
議
員

吉
原
議
員

  1. 事業目標の見える化を！
重点的な事業は数値目標などでも管理すべき。特に観光事業などでの改善を求める。

  2. 基金頼みの財政にメスを！
基金取り崩しの財政を見直し、持続可能な運営へ。事業の見直しなどによる経費の削減を。

  3. 計画策定の遅れはしっかり反省を！
海の観光拠点整備事業は不十分な調査と方針の曖昧さで事業が遅延。反省点を内部で整理せよ。

  4. 補助金審査に民間視点を！
店舗などの創業支援補助金に民間の視点を導入し、審査の客観性・公平性を確保せよ。

  5. 町内団体へのサポート内容の見直しを！
老人クラブなど、町内団体の担い手確保がむずかしくなっている。行政のサポートも見直すべき。

決算 審査 令和 5 年度に執行された予算は 9 月定例会までに整理され、
議会で適正に使われたか審議しました。

 予算は正しく使われたのか？令和 5 年度

僅差で決算承認賛成8人　反対6人

町の貯金はあと何年もつ？

令和5年度は2.3億円減少
町の貯金にあたる基金（一般会計）は、今後、令和10年度まで毎年数億円規模で
目減りしていき、資金繰りが厳しくなる見込みです。※町作成の財政推計

DOWN

硬直化する財政

経常収支比率 ９３.９％
経常収支比率とは、町の税金や国からの交付税などの毎年の収入に対して、職
員の給料や施設の維持費といった毎年必ず必要なお金がどれくらいかを示す
割合です。この数字が高いと、自由に使えるお金が少なくなります。大山町では
前年度に比べて経常収支比率は増加し、県内でも高い水準になっています。

UP

決算審査特別委員会からの意見（要約）決算審査特別委員会からの意見（要約）
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用語
解説

「リンクワーカー（おせっかい人）とは？」　医師や行政、地域サービスなどと地域住民を結ぶ橋渡し役。
資格の有無にかかわらず、自分の得意ごとを生かして住民と一緒に元気をつくります。

用語
解説

「地域コミュニティケア事業」　健康と福祉の向上を目的に、地域のつながりを築くための活動です。
主な取り組みとして、暮らしの保健室、シン・福祉ミーティング、おせっかい人講座、勉強会などが行われています。



レンタサイクル
システム構築

アウトドアライフ
創業支援

放課後の子どもの
居場所づくり

地域自主組織
育成支援

補聴器購入費助成

この事業に加えて、電動アシスト
付き自転車の購入費794万円と、
令和4年度の無料実証業務委託費
379万円も合わせると1553万円
が使われたが、自転車の活用は進
んでいない。

支援を受けたお店は、現状、営業日
が少なく、大山を訪れた人から不満
の声が上がっている。役場も審査体
制を見直し、やる気のある事業者を
選ぶべきだ。

行政と住民の連携が不十分だ。もっ
と町内の個人や地域自主組織の取
り組みなど、現状把握をしっかり行う
べきだった。令和6年度実施してい
ないのは残念だ。

設立から10年以上が経過している
が、地域課題の解決には結びついて
いない。地区によって自主組織の認
知度にも差がある。一度事業を廃止
し、新たに計画すべきだ。

補聴器の購入費に対し、上限3万円
の助成を行う事業で、利用者には好
評である。しかし、高価な補聴器に対
して補助額が少ないため、補助額の
引き上げなど拡充が必要だ。

379万円

2849万円

49万円

3496万円

90万円

豊議員豊議員

島田議員島田議員

池田議員池田議員

米本議員米本議員

大森議員大森議員

リカレント教育
（大人の学び直し促進）

図書館にコーナーを作り、ニー
ズの合った仕事系の本を充実
させたことで、若年層への貸出
数が増えた。前年比で13-18歳
は270％増、19-29歳は370％
増と、驚異的な伸びだ。

85万円

西本議員西本議員

大山選果場
出荷体制応援
ふるさと納税返礼品の主力で
ある梨の出荷体制を強化した
事業であり、人手不足や資材
高騰の中で、生産者の意欲を
喚起できた良い事業だった。

2111万円

大原議員大原議員
海の観光拠点
整備
委託業者を選定して設計したが、
さまざまな制約が判明し、基本構
想からやり直しとなった。多額の予
算が無駄になった。はじめから制約
条件を考慮しながら検討するべき
だった。

894万円

岡田議員岡田議員

決算審議・議員はココに注目した

保育士の環境
改善

ドリームカーフェスタ
（日本遺産魅力発信）

新入学応援ギフト

特定健康診査

大山町 PR 大使
活用

老人クラブ連合会
補助金

1583万円

大杖議員大杖議員

小谷議員小谷議員

近藤議員近藤議員

杉谷議員杉谷議員

吉原議員吉原議員

門脇議員門脇議員

大山は一木一石運動など自然保
護活動が評価されてきた。多量
の排ガスを象徴する車のイベント
は、地域が築こうと
しているイメー
ジとは異なる。
町 が 主 催すべ
きか疑問だ。

小学校入学時に4万円、中学校入
学時に9万円の商品券が配布さ
れた。給食費無償化などと合わせ
ると、子育て支援に
1億円以上が支
出されているが、
費用対効果が乏
しいのでは。

健診は身体と心の健康を守るた
めに不可欠だ。早期発見や生活習
慣病の抑制によって健康寿命を
延ばすことができ
る。受診率向上
に向けた取り組
みも強 化 すべ
きだ。

ガンバレルーヤの2人をPR大使
に任命し、町のPR活動を行った
が、狙いとされていた町の知名度
向上や関係人口の
増 加につ い て
は、目的と効果
に疑問が残る。

高齢者でも働く人が増え、老人ク
ラブの加入者が少なくなってい
る。また、加入しているクラブ内
でも活動の質や量
に差がある。補
助 金 の 算 定 方
法を再 検 討 す
べきだ。

333万円

89万円 835万円 213万円

保育士の離職者が多くなってい
る課題に対して、新卒者には担任
を任せないことや、業務相談をし
やすい職場づくりに
取り組んだこと
は評価したい。
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トピックストピックス
「黄金の虎」　841ラーメンのキッチンカーが町内をめぐります。 主に(水：大山地区)18時～八光駐車場・(金：
名和地区)17時～大山町本庁舎駐車場・(土：中山地区)18時～中山温泉駐車場で販売。売り切れ次第終了。

「御厨（みくり）」　御来屋地区に、かつて酒蔵や絹糸工場としても使われた旧吉田邸を改装したコーヒー
ショップが開店。水をテーマに飲食や観光、ブライダルなどの事業を計画している。週5日営業。



質
疑
議
案

の

【
Q
】十
分
な
支
援
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
A
】国
の
基
準
価
格
60
万
円
と
県
平
均
売
買

価
格
46
万
２
０
０
０
円
と
の
差
額
に
つ
い
て
、国

県
の
支
援
制
度
で
の
補
て
ん
額
を
控
除
し
た
額

を
支
援
す
る
。

　
今
後
、生
産
者
と
の
意
見
交
換
も
し
、価
格

下
落
の
支
援
と
は
別
に
、和
牛
の
価
値
を
上
げ

る
よ
う
な
取
り
組
み
も
検
討
し
た
い
。

　
円
安
に
よ
る
輸
入
飼
料
価
格
の
高
騰
で
経

営
が
悪
化
し
て
い
る
酪
農
家
や
、
和
子
牛
価

格
の
急
落
に
苦
し
む
和
牛
繁
殖
農
家
を
支
援

し
ま
す
。

畜
産
支
援
事
業

２
１
９
７
万
円

チェックチェックしますします

9月定例会

【
Q
】応
援
券
を
配
布
す
る
事
業
は
今
年
度
２
回

目
に
な
る
。財
源
は
大
丈
夫
か
。

【
A
】ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
実
施
し
た

い
。

【
Q
】主
た
る
目
的
は
、事
業
者
支
援
と
、町
民
の

家
計
負
担
軽
減
の
ど
ち
ら
か
。

【
A
】よ
り
重
要
な
の
は
事
業
者
支
援
で
あ
る
。

【
Q
】電
気
代
、燃
料
費
高
騰
に
よ
り
、商
工
会
か

ら
支
援
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、商
工
会
か
ら
の
要

望
は
応
援
券
事
業
だ
っ
た
の
か
。

【
A
】商
工
会
か
ら
応
援
券
事
業
を
要
望
さ
れ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

　
家
計
負
担
の
低
減
と
地
域
経
済
活
性
化
の
た

め
、全
町
民
対
象
に
商
品
券
を
配
布
す
る
。

大
山
応
援
券
事
業

８
２
１
８
万
円

今年度２回目の応援券

補正予算の概要 －総額３億円－
　大山応援券事業 8218万円
　宿泊応援事業 2051万円
　宿泊事業者支援のため、町内での宿泊代金に補助をする。

　DMO 設立準備事業 1922万円
　令和７年１月の申請に向け、体制を整備する。

　住宅用置き配ボックス設置事業 20万円
　置き配ボックスの普及推進により、再配達を削減し、
　地球温暖化対策に貢献する。 不在でも受けとれる置き配ボックス

１/2補助が決まった（最大１万円）

白白熱熱討論討論
一般会計補正予算（主に応援券事業について）

 請願・陳情

索道事業（スキー場リフト）会計補正予算

「
ム
ダ
遣
い
だ
」

　
主
た
る
事
業
目
的
は
、
原

油
高
や
物
価
高
で
打
撃
を
受

け
て
い
る
商
工
事
業
者
へ
の

支
援
で
あ
る
。
し
か
し
、
商

品
券
の
８
割
は
一
部
の
小
売

店
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
。
大

半
の
事
業
者
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
な
く
、
税
金
の
ム

ダ
遣
い
で
あ
る
。

「
目
的
が
不
明
確
」

　
応
援
券
事
業
は
、
経
済
対

策
と
し
て
費
用
対
効
果
が
薄

い
。
８
０
０
０
万
円
あ
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
事
業
が
で
き
る
の

に
、
も
っ
た
い
な
い
使
い
方

だ
。

　
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向

け
た
約
２
０
０
０
万
円
の
予

算
は
、
目
的
が
不
明
確
だ
。

訪
問
介
護
報
酬
の

引
き
下
げ
撤
回
の
請
願

（
賛
成
１
、
不
採
択
）

賛
成 

大
森
議
員

　
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
割

合
を
増
や
し
、
介
護
報
酬
を

引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。

反
対 

西
本
議
員

　
中
山
間
地
域
の
加
算
も
あ

り
改
正
は
、
し
か
る
べ
き
変

更
内
容
と
考
え
る
。

現
行
の
保
険
証
と

マ
イ
ナ
保
険
証
の
選
択

制
堅
持
を
求
め
る
請
願

（
賛
成
１
、
不
採
択
）

賛
成 

大
森
議
員

　
紙
の
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保

険
証
の
ど
ち
ら
を
使
う
か
は

個
人
の
自
由
で
あ
り
、
選
択

制
を
堅
持
す
べ
き
だ
。

反
対 

西
本
議
員

　
法
改
正
に
よ
り
、
12
月
か

ら
は
マ
イ
ナ
保
険
証
が
基
本

に
な
る
。
請
願
内
容
の
改
正

は
間
に
合
わ
な
い
。

「
見
通
し
不
明
」

　
ス
キ
ー
場
運
営
は
前
向
き

に
や
っ
て
ほ
し
い
が
、
２
年

後
の
ス
キ
ー
場
運
営
が
不
明

確
な
状
況
で
、
５
５
０
０
万

円
の
圧
雪
車
を
買
う
の
は
良

く
な
い
。

「
必
要
不
可
欠
」

　
今
の
圧
雪
車
が
故
障
続
き

で
、
ス
キ
ー
場
整
備
に
支
障

が
あ
る
。
ス
キ
ー
場
を
継
続

運
営
す
る
以
上
、
圧
雪
車
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

「
ス
キ
ー
場
必
要
」

　
圧
雪
車
は
高
価
な
も
の
だ

が
、
ス
キ
ー
場
を
や
め
て
し

ま
う
選
択
肢
は
考
え
ら
れ
な

い
。
ス
キ
ー
場
営
業
が
な
く

な
れ
ば
、
大
山
寺
は
完
全
に

衰
退
す
る
。

議員名 小谷 西本 豊 島田 池田 門脇 大原 大杖 大森 杉谷 近藤 吉原 岡田 野口
賛　否 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議員名 小谷 西本 豊 島田 池田 門脇 大原 大杖 大森 杉谷 近藤 吉原 岡田 野口
賛　否 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

圧雪車１台更新のため、今年度は 715 万円のリースで、次年度は 5500 万円で購入する。

近藤議員近藤議員豊議員豊議員

豊議員豊議員大杖議員大杖議員岡田議員岡田議員
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「スマイル大山号」　町が運営している交通機関で町内の病院、スーパー、福祉施設、銀行など91カ所に行くことが
できる。片道一律100円、乗降場所は自宅近くの車両乗り入れが可能。問い合わせ先（まちづくり課0859-54-5202）

用語
解説

「マイナ保険証」　マイナンバーカードを健康保険証として利用できるように利用登録したもの。 従来の国民健康
保険や社会保険の健康保険証に代わり、医療機関での受診や薬局での薬の受け取りの際に使用することができる。

反対反対

反対賛成賛成

トピックス



動画はQRコードからどうぞ

観
光
振
興
を

　
ど
う
考
え
る

町長

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

　
準
備
を
す
す
め
る

満足度の高い観光地に

【
大
杖
】 

人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
・
第
一
次
産
業
の

衰
退
な
ど
地
方
に
は
課
題

が
多
い
。

　
観
光
資
源
の
豊
か
な
本

町
で
は
、
強
力
な
観
光
振

興
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
さ
ら
に
観
光
客
の

誘
客
を
め
ざ
す
に
は
、
施

設
の
充
実
と
上
質
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
重
要
と
な
る
。

観
光
客
の
消
費
は
い
ず
れ

税
収
に
な
り
本
町
の
成
長

と
な
る
が
、
課
題
は
。

【
町
長
】 

こ
れ
ま
で
の
課
題

は
主
な
成
果
指
標
が
入
込

客
数
の
み
で
、
地
域
へ
の

波
及
効
果
が
限
定
的
だ
っ

た
。
今
後
は
裾
野
が
広

い
観
光
産
業
の
発
展
が
地

域
産
業
の
け
ん
引
と
な
り

地
域
の
成
長
に
寄
与
す
る
。

こ
れ
が
本
町
観
光
の
あ
る

べ
き
姿
と
考
え
る
。

【
大
杖
】 

本
町
は
牛
馬
市
か

ら
始
ま
り
登
山
や
ス
キ
ー

ブ
ー
ム
が
地
域
の
繁
栄
を

も
た
ら
し
た
。
こ
の
レ
ガ

シ
ー
を
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
観
光
を
本
町
の
重
要
戦

略
と
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】 

観
光
振
興
の
目
的

を
「
人
口
減
に
よ
る
消
費

の
減
少
を
町
外
か
ら
の
獲

得
に
よ
り
、
町
内
経
済
の

成
長
促
進
を
も
っ
て
、
住

民
生
活
の
質
の
向
上
に
資

す
る
」
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

設
立
の
準
備
を
す
す
め
る
。

大大
おおおお

杖杖
つえつえ

正正
まさまさ

彦彦
ひこひこ

 議員 議員

14人が町長・教育長に
一般質問を行いました。

ページ 質　問　事　項 質問議員

9 １．本町の観光振興について 大杖　正彦

10
１．本町の特色ある学校づくりは 杉谷　洋一
１．認知症の予防と対策は 吉原　美智恵

11

１．大山町の町民と行政のつながりを深めるために 島田　一恵
１．労働力不足への取り組み加速を
２．学校・保育所の職員不足の対応は
３．大山西小学校の環境整備を

門脇　輝明

12

１．移住施策の充実を 池田　幸恵
１．同和対策について問う
２．熱中症対策や物価高騰対策を
３．「大阪・関西万博」への修学旅行は中止を

大森　正治

13
１．大山町の財政はこのままで大丈夫か 小谷　英介
１．学校体育館のエアコン整備について
２．放課後児童クラブの充実について 近藤　大介

14

１．今こそ地球温暖化対策に傾注を
２．和牛子牛の生産振興・維持への支援を 岡田　聰

１．本町観光業の魅力アップについて
２．牛馬の聖地「大山」ドリームカーフェスタについて 豊　哲也

15
１．竹口町政2期目の成果と課題について 大原　広巳
１．桜並木は守れるか 野口　俊明

16
１．西坪展望公園トイレ整備事業について
２．電動マウンテンバイクの利用状況は
２．住民の幸福度について

西本　憲人

◆一般質問とは
議員の日常活動と調査
研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、町
長や教育長などの方
針を問うものです。

お持ちのスマホやタブレットから、QR
コードを読み込むと、各議員の質問
をYouTube動画でご視聴いただけ
ます。
議事録は議会事務局や議会ホーム
ページで閲覧できます。

一般
質問

一目一目ででわかるわかる審議結果審議結果
○主な議案（賛否の分かれた議案など）

氏　　名
議　　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊　
哲
也

島
田
一
恵

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

結
果

定例会

議案第82 号大山町国民健康保険条例の一部を
改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

（賛成１3人）

議案第86 号米子市と大山町とのし尿及び浄化槽
に係る汚泥の処理に関する事務の委託に関する
規約を定める協議について 

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決
（賛成１3人）

議案第88 号令和5年度大山町一般会計歳入歳出
決算の認定について 

海の観光拠点整備事業・レンタサイクルシステム構築
有料実証業務委託など

× × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 可　決
（賛成8人）

議案第102 号令和6年度大山町一般会計補正予算
(第5号) 

大山町応援券事業・DMO設立準備事業など
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

（賛成10人）

議案第109 号令和6年度大山町索道事業特別会計
補正予算(第2号) 

索道管理費（圧雪車リース費用）
〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

（賛成11人）

請願・陳情

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの
再改定を早急に行うことを求める請願書

鳥取市末広温泉町
鳥取県社会保障推進協議会
　会長　藤田安一

× × × × × × × × 〇 × × × × × 不採択
（賛成1人）

現行の保険証とマイナ保険証の選択制を堅持し、
現行の保険証を廃止しないよう国に意見書をあげる
よう求める請願書

鳥取市末広温泉町
鳥取県社会保障推進協議会
　会長　藤田安一

× × × × × × × × 〇 × × × × × 不採択
（賛成1人）

健康保険証の廃止をしないよう求める請願書
米子市博労町
米子民主商工会
会長　植田　均（他1名）

× × × × × × × × 〇 × × × × × 不採択
（賛成1人）

○は賛成、×は反対あるいは保留

7月臨時会・・・契約締結（1件）、財産取得（１件）
8月臨時会・・・令和6年度補正予算（１件）、財産取得（２件）
9月定例会・・・令和6年度補正予算（８件）、決算認定（１３件）、条例改正（３件）、規約の協議（１件）、財産取得（２件）

○全会一致で可決・同意・採択した議案など ※議案などの採決は、米本隆記議長を除く14人で行います。

7 月臨時会
8 月臨時会
9 月定例会
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「西坪展望公園トイレ」　西坪展望公園から約100ｍ西側に海辺の散策やサーフィンなどのアクティビティ
を楽しむ人を対象にしたシャワー付き公衆トイレが整備されました。トピックス



動画はQRコードからどうぞ

小
中
学
校
の
特
色
と

　
魅
力
化
づ
く
り
は

認
知
症
へ
の
対
策
は

教育長

町長

ふ
る
さ
と
大
山
に

　
誇
り
を
持
て
る
教
育
を

本
人
の
意
思
に
沿
っ
た

　
支
援
対
策
が
必
要
だ

地域で見守る登下校

認知症もふっとぶ女性レクリエーション大会

【
杉
谷
】 

部
活
動
地
域
移
行

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

【
教
育
長
】 

指
導
者
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
が
、
議

論
を
進
め
た
い
。

【
杉
谷
】 

全
国
学
力
調
査
結

果
の
本
町
の
状
況
は
。

【
教
育
長
】 

全
国
水
準
と
ほ

ぼ
同
等
で
あ
る
が
、
今
後

も
教
育
水
準
の
向
上
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
杉
谷
】 

い
じ
め
や
登
校
拒

否
の
現
状
は
。

【
教
育
長
】 

い
じ
め
件
数
は

前
年
よ
り
減
少
し
た
。

　
教
員
の
研
修
や
児
童
生

徒
・
保
護
者
に
寄
り
添
い
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

【
杉
谷
】 

上
部
組
織
か
ら
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
脱
会
は
大
丈
夫
か
。

【
教
育
長
】 

保
護
者
負
担
の

【
吉
原
】 

国
に
お
い
て
は
、

令
和
6
年
１
月
に
「
認
知

症
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、

そ
の
予
防
と
対
策
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。

　
認
知
症
の
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
は
。

【
町
長
】 

認
知
症
に
関
す
る

映
画
の
上
映
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開

催
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

【
吉
原
】 

基
本
法
の
中
で
新

し
い
認
知
症
観
が
打
ち
出

さ
れ
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
希
望
を
持
っ
て
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

や
、
共
に
支
え
合
っ
て
生

き
る
こ
と
が
重
要
と
い
う

観
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
新
し
い
観
点
に
よ
る
取

り
組
み
と
対
策
は
。

軽
減
な
ど
で
名
和
小
・
大

山
小
が
脱
会
し
た
が
、
町

内
の
他
校
と
連
携
し
情
報

は
得
て
い
る
。

【
杉
谷
】 

感
謝
や
気
遣
い
を

育
て
る
道
徳
教
育
は
。

【
教
育
長
】 

道
徳
的
な
課

題
を
児
童
生
徒
の
問
題
と

し
て
捉
え
「
考
え
る
道
徳
、

論
議
す
る
道
徳
」
と
し
て

【
町
長
】 

認
知
症
に
な
っ
て

も
本
人
の
意
思
に
沿
う
よ

う
な
支
援
体
制
や
、
希
望

が
か
な
う
よ
う
な
地
域
づ

く
り
が
必
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

【
吉
原
】 

認
知
症
行
方
不
明

者
の
問
題
も
深
刻
で
、
家

族
の
苦
し
み
は
大
変
な
も

の
で
あ
り
、
対
策
が
必
要

杉杉
すぎすぎ

谷谷
たにたに

洋洋
ようよう

一一
いちいち

 議員 議員

吉吉
よしよし

原原
はらはら

美美
みみ

智智
ちち

恵恵
ええ

 議員 議員

で
あ
る
。

　
ほ
か
の
自
治
体
で
は
見

守
り
活
動
の
強
化
と
し
て

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
つ
き
の
見
守

り
シ
ー
ル
を
導
入
し
て
い

る
が
、
検
討
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

【
町
長
】 

他
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
導
入
を
検
討
す
る
。

取
り
組
ん
で
い
る
。

【
杉
谷
】 

郷
土
愛
を
育
む
ふ

る
さ
と
教
育
は
。

【
教
育
長
】 

地
域
の
人
々

と
の
触
れ
合
い
の
な
か
で
、

ふ
る
さ
と
大
山
を
愛
し
、

誇
り
を
持
て
る
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

な
い
。

　
今
は
事
業
ご
と
に
意
見

交
換
や
、
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
出
て
意
見
を
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
島
田
】 

今
後
、
座
談
会
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】 

方
法
を
変
え
な
が

ら
、
声
を
拾
う
仕
組
み
を

検
討
し
た
い
。

町
民
の
声
を

　
行
政
へ
届
け
る
に
は

町長

ホームページも活用を

【
島
田
】 

町
民
か
ら
の
意
見

や
質
問
の
対
応
は
。

【
町
長
】 

内
容
に
よ
り
課
内

や
庁
内
で
共
有
し
検
討
や

見
直
し
て
い
る
。

【
島
田
】 

町
長
へ
の
手
紙
の

現
状
は
。

【
町
長
】 

令
和
５
年
度
は
37

件
あ
り
、
内
容
を
確
認
し

返
信
し
て
い
る
。

【
島
田
】 

町
民
は
理
解
・
納

得
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

記
録
や
保
存
は
し
て
い
る

か
。

【
町
長
】 

納
得
で
き
な
い
こ

と
は
再
度
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
、
庁
内
で
記
録

や
保
存
を
し
て
い
る
。

【
島
田
】 

窓
口
を
一
つ
に
し

て
課
内
で
振
り
分
け
対
応

す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
ら
な

い
か
。

【
町
長
】 

そ
の
よ
う
な
自
治

体
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
担
当
課
へ
つ
な
ぐ
の
で

同
じ
形
に
な
る
。

【
島
田
】 

町
長
座
談
会
は
。

【
町
長
】 

以
前
は
行
っ
て
い

た
が
、
同
じ
人
が
来
ら
れ

広
い
意
見
が
聴
け
な
か
っ

た
の
で
、
現
在
は
し
て
い

島島
しましま

田田
だだ

一一
かずかず

恵恵
ええ

 議員 議員

大
山
西
小

　
駐
車
場
の
整
備
は

町長

今
後
検
討
を
進
め
た
い

行事の度に路上にあふれる車

【
門
脇
】 

大
山
西
小
学
校
は

駐
車
場
が
狭
く
、
学
校
行

事
の
時
は
保
護
者
な
ど
が

周
辺
の
農
道
に
１
０
０
ｍ

以
上
に
わ
た
っ
て
駐
車
し
、

通
行
に
危
険
が
生
じ
て
い

る
。
特
に
学
校
北
側
の
道

路
は
、
県
道
の
迂
回
路
と

な
っ
て
い
る
。

　

学
校
周
辺
の
農
地
は

宅
地
へ
の
転
用
が
進
ん
で

い
る
が
、
耕
作
さ
れ
て
い

な
い
農
地
も
残
っ
て
い
る
。

学
校
用
地
と
し
て
取
得
し
、

駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】 

大
山
西
小
学
校

の
駐
車
場
が
狭
く
、
行
事

を
実
施
す
る
と
き
に
通
行

に
危
険
が
生
じ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

耕
作
を
さ
れ
て
い
な
い

農
地
を
駐
車
場
に
利
用
で

き
な
い
か
ど
う
か
、
今
後

検
討
を
進
め
た
い
。

【
門
脇
】 

学
校
と
山
陰
線
の

末
長
踏
切
の
間
の
歩
道
整

備
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

【
町
長
】 

鳥
取
県
の
事
業

と
し
て
用
地
調
査
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

門門
かどかど

脇脇
わきわき

輝輝
てるてる

明明
あきあき

 議員 議員

　
こ
の
ほ
か
「
労
働
力

不
足
へ
の
取
り
組
み
加

速
を
」
と
「
学
校
・
保

育
所
の
職
員
不
足
の
対

応
は
」
の
テ
ー
マ
で
質

問
し
、
提
案
し
た
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ

い
て
、
町
内
へ
の
誘
致

活
動
に
取
り
組
み
た
い

と
の
答
弁
を
得
た
。

町
民
の
声
を
拾
う

　
仕
組
み
を
検
討
す
る
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入
居
も
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
決
定

後
、
細
か
な
協
議
調
整
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

【
池
田
】 

適
宜
、
議
会
へ
情

報
共
有
を
し
て
ほ
し
い
。

【
町
長
】 
情
報
共
有
、
情
報

提
供
し
て
い
き
た
い
。

【
小
谷
】 

政
治
決
定
の
前
に
、

外
部
の
声
を
聞
く
こ
と
を

や
め
る
よ
う
で
は
「
町
長

の
ワ
ン
マ
ン
経
営
だ
」
と

町
民
か
ら
批
判
さ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
の
で
は
。

【
町
長
】 

議
会
や
監
査
委
員

な
ど
、
外
部
の
声
を
聞
く

仕
組
み
は
他
に
も
あ
る
。

子
育
て
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅
の

　
入
居
条
件
は

町長

今
後
、管
理
運
営
者
と

　
協
議
調
整
し
て
い
く

大山中学校近くの建設予定地

【
池
田
】 

子
育
て
世
帯
向
け

の
賃
貸
住
宅
の
入
居
募
集

方
法
や
入
居
条
件
は
。

【
町
長
】 

そ
れ
ぞ
れ
管
理
運

営
を
行
う
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特
定

目
的
会
社
）
と
今
後
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

　
募
集
方
法
は
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
行
う
予

定
だ
。

　
入
居
条
件
に
つ
い
て
は
、

優
先
順
位
を
子
育
て
世
帯・

若
者
夫
婦
世
帯
を
第
一
に

考
え
て
い
る
が
、
状
況
に

よ
っ
て
は
中
堅
所
得
世
帯

に
も
募
集
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

【
池
田
】 

子
育
て
世
帯
専
用

で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
以

外
の
入
居
の
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

【
町
長
】 
募
集
状
況
に
よ
る
。

入
居
条
件
は
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
決

め
る
。

【
池
田
】 

町
と
し
て
入
居
条

件
の
要
望
を
伝
え
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】 

子
育
て
世
帯
だ
け

で
の
経
営
が
成
り
立
た
な

い
場
合
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
方
針

に
よ
り
そ
れ
以
外
の
世
帯

池池
いけいけ

田田
だだ

幸幸
ゆきゆき

恵恵
ええ

 議員 議員

同
和
対
策
完
了
が

　
完
全
解
決
の
早
道
で
は

町長

調
査
や
客
観
的
事
実
か
ら

　
改
善
を
進
め
る

偏見や差別のない社会に

【
大
森
】 

町
内
の
同
和
問
題

の
現
状
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

【
町
長
】 

令
和
２
年
の
町
民

へ
の
「
意
識
・
実
態
調
査
」

か
ら
、
部
落
差
別
は
解
消

さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ

り
、
現
在
も
続
く
重
大
な

社
会
問
題
で
あ
る
。

【
大
森
】 

同
和
対
策
事
業
の

見
直
し
は
。

【
町
長
】 

住
民
意
識
や
差
別

の
現
状
を
み
て
、
内
容
や

継
続
の
是
非
を
そ
の
都
度

検
討
し
て
い
く
。

　

進
学
奨
励
交
付
金
は
、

格
差
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
、

一
般
施
策
化
は
十
分
検
討

で
き
る
。

【
大
森
】 

同
和
問
題
が
解
決

し
た
と
判
断
す
る
の
は
ど

ん
な
状
態
の
と
き
か
。

【
町
長
】 

偏
見
や
差
別
な
ど

が
完
全
に
な
く
な
っ
た
時

と
考
え
る
。

【
大
森
】 

同
和
対
策
の
完
了

が
完
全
解
決
の
早
道
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】 

当
事
者
へ
の
調
査

や
客
観
的
事
実
を
集
め
、

改
善
改
革
を
進
め
て
い
く
。

大大
おおおお

森森
もりもり

正正
しょうしょう

治治
じじ

 議員 議員

大
山
町
の
財
政
は

　
大
丈
夫
か

町長

全
く
問
題
は
な
い

黄色信号が灯る町の財政

【
小
谷
】 

近
年
、
町
の
財

政
は
基
金
（
貯
金
）
の
取

り
崩
し
に
依
存
し
て
お
り
、

基
金
は
徐
々
に
目
減
り
し

て
い
る
。
大
山
町
の
財
政

は
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
か
。

事
業
の
廃
止
な
ど
、
本
気

で
行
財
政
改
革
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】 

実
質
公
債
費
比

率
や
将
来
負
担
比
率
な
ど
、

各
種
財
政
数
値
を
見
て
も

全
く
問
題
は
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
行
財
政
改
革
は
進

め
て
い
く
。

【
小
谷
】 

役
場
担
当
者
や
外

部
委
員
が
行
政
事
業
を
評

価
し
、
廃
止
提
案
な
ど
を

行
う
「
事
務
事
業
評
価
」

の
取
り
組
み
を
や
め
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
な
ぜ
や

め
た
の
か
。

【
町
長
】 

現
在
、
事
務
事
業

評
価
は
実
施
し
て
い
な
い
。

机
上
で
理
屈
だ
け
を
考
え

る
人
は
、
外
部
の
評
価
が

必
要
だ
と
言
う
が
、
実
際

に
は
事
業
の
必
要
性
は
最

終
的
に
政
治
が
決
定
す
べ

き
も
の
だ
。

小小
ここ

谷谷
だにだに

英英
えいえい

介介
すけすけ

 議員 議員

伸
び
伸
び
遊
べ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

町長

ハ
ー
ド
整
備
も

　
　
　
検
討
し
た
い

子どもは思いっきり遊びたい

【
近
藤
】 

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
現
状
と
課
題
は
。

【
町
長
】 

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
就
労
な
ど
の
た
め

家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
児
童
の
生
活
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
年
々
利
用
児
童
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
今
後
、
職

員
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

【
近
藤
】 

現
状
の
施
設
は
狭

く
、
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス

も
た
ま
り
や
す
い
。

　
外
遊
び
な
ど
、
子
ど
も

が
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
例
え

ば
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
児
童
館
を
一
体
と
し
た

よ
う
な
施
設
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】 

利
用
登
録
が
必
要

な
児
童
ク
ラ
ブ
と
、
そ
う

で
な
い
児
童
館
の
施
設
整

備
を
あ
わ
せ
て
や
る
と
い

う
取
り
組
み
は
、
検
討
可

能
と
考
え
る
。

　
施
設
規
模
や
機
能
、
各

地
区
の
現
状
な
ど
を
考
え
、

前
向
き
な
ハ
ー
ド
整
備
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

近近
こんこん

藤藤
どうどう

大大
だいだい

介介
すけすけ

 議員 議員

　
そ
の
ほ
か
、「
熱
中
症

対
策
」と
し
て
、エ
ア
コ

ン
購
入
費
と
設
置
工
事

費
の
補
助
を
求
め
、「
物

価
高
騰
対
策
」と
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

を
求
め
た
。

　
ま
た
、大
阪・関
西
万

博
へ
の
修
学
旅
行
の
安
全

性
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、近
年
の
猛

暑
を
踏
ま
え
、学
校
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
、ト

イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
を

優
先
す
る
と
の
答
弁

だ
っ
た
。熱
中
症
対
策
を

引
き
続
き
要
望
し
て
い

き
た
い
。
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ヒ
メ
ボ
タ
ル
環
境
保
護

　
　
　
　
な
ど
の
方
針
は

町長

意
見
を
聞
き
な
が
ら

　
　
　
検
討
し
て
い
く

大神山神社前のヒメボタル

【
豊
】 

大
山
寺
エ
リ
ア
に
生

息
す
る
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
環

境
保
護
と
観
光
振
興
に
関

し
て
、
今
後
の
方
針
は
。

【
町
長
】 

関
係
者
・
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
豊
】 「
星
取
県
」
と
し
て

星
空
を
活
用
し
た
観
光

振
興
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

既
存
照
明
の
改
善
、
こ
れ

か
ら
の
建
造
物
へ
の
配
慮

を
検
討
し
て
い
か
な
い
か
。

【
町
長
】 

美
し
い
星
空
は

観
光
資
源
と
し
て
重
要
だ
。

地
域
の
声
を
ま
と
め
回
答

す
る
。

【
豊
】 

伯
耆
町
で
は
、
ひ
ま

わ
り
畑
な
ど
観
光
の
た
め

栽
培
を
農
家
に
依
頼
し
て

い
る
。
環
境
整
備
を
し
な

い
か
。

【
町
長
】 

新
た
な
ス
ポ
ッ

ト
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
豊
】 「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
の
制
度

を
町
単
独
で
も
行
っ
て
い

か
な
い
か
。

【
町
長
】 

必
要
な
支
援
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

豊豊
ゆたかゆたか

　　哲哲
てつてつ

也也
やや

 議員 議員

　
こ
の
ほ
か
に
、
日
本

遺
産
魅
力
発
信
推
進
事

業
ド
リ
ー
ム
カ
ー
フ
ェ
ス

タ
に
関
し
て
、
財
源
で
あ

る
個
人
版
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
１
円
も
集

ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対

し
、
本
町
の
観
光
に
お

け
る
情
報
発
信
の
弱
さ

を
指
摘
し
た
。

４
年
間
の
成
果
と

　
　
　
　
　
今
後
は

町長

継
続
中
の
事
業
を

　
　
　
推
進
し
て
い
く

議会への情報共有をさらに求める

【
大
原
】 

竹
口
町
政
２
期
目

の
成
果
は
。

【
町
長
】 

少
子
化
対
策
と

し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
、

小
児
科
・
産
婦
人
科
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
教
材
費
の
補
助
な

ど
で
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
１

期
目
の
保
育
料
無
償
化
と

相
ま
っ
て
、
令
和
５
年
度

は
県
内
で
唯
一
、
出
生
数

が
増
加
し
た
。

　

高
齢
者
対
策
と
し
て
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
便
性

の
向
上
で
片
道
１
０
０
円

の
試
験
運
行
を
始
め
た
り
、

ゴ
ミ
出
し
困
難
者
に
係
る

戸
別
収
集
を
令
和
４
年
8

月
か
ら
始
め
、
現
在
21
世

帯
で
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、産
業
、観
光
、

教
育
、
福
祉
、
防
災
対
策

な
ど
も
推
進
し
た
。

【
大
原
】 

今
課
題
と
な
っ
て

い
る
事
業
を
、
今
後
ど
う

す
る
予
定
か
。

【
町
長
】 

大
山
ア
ウ
ト
ド

ア
事
業
促
進
施
設
、
お
魚

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
や
、

淀
江
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
活
用
な

大大
おおおお

原原
はらはら

広広
ひろひろ

巳巳
みみ

 議員 議員

今
こ
そ
地
球
温
暖
化
対
策

　
　
　
　
　
　
　
に
傾
注
を

町長

地
球
温
暖
化
対
策

　
実
行
計
画
を
検
討
中

自然エネルギーの活用で地球温暖化対策

【
岡
田
】 

頻
発
す
る
異
常

気
象
に
よ
る
被
害
の
拡
大
、

猛
暑
日
の
増
加
な
ど
、
地

球
温
暖
化
の
影
響
と
い
わ

れ
て
い
る
。
国
や
自
治
体

そ
し
て
我
々
一
人
ひ
と
り

も
、
強
い
意
識
を
持
っ
て

対
策
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
積
極
的
推

進
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

【
町
長
】 

家
庭
用
発
電
設
備

導
入
補
助
金
を
新
た
に
創

設
し
、
促
進
を
は
か
っ
て

い
る
。

【
岡
田
】 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
行
う
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
大
山
町

も
行
い
、
も
っ
と
積
極
的

に
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
む
べ
き
だ
が
。

【
町
長
】 
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
策
定
な
ど
検
討

し
て
い
る
。

【
岡
田
】 

Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力
販

売
契
約
）
な
ど
を
採
用
し
、

大
き
く
太
陽
光
発
電
を
増

や
し
て
は
。

【
町
長
】 

意
欲
の
あ
る
事
業

者
が
あ
れ
ば
連
携
し
た
い
。

岡岡
おかおか

田田
だだ

　　 聰聰
さとしさとし

 議員 議員

　

そ
の
ほ
か
、「
和
牛
子

牛
の
生
産
振
興・維
持
へ

の
支
援
を
」の
質
問
を
し
、

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
措
置
し
、不
足

が
あ
れ
ば
、県
の
支
援
に

上
乗
せ
し
て
支
援
し
て

い
る
と
の
答
弁
を
得
た
。

ど
推
進
し
て
い
く
。

【
大
原
】 

ほ
か
に
も
大
き
な

事
業
が
控
え
て
い
る
。
議

会
と
執
行
部
と
の
連
携
は

ど
う
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

【
町
長
】 

双
方
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
足
り
な
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
、
今

後
相
談
し
て
い
く
。

報
恩
峠
の

　
桜
並
木
は
守
れ
る
か

町長

県
と
の
協
議
を

　
　
　
進
め
て
い
く

管理がされていない桜並木

【
野
口
】 

中
山
地
区
の
報
恩

峠
の
桜
並
木
の
管
理
が
十

分
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
状
の
町
の
認
識
は
。

【
町
長
】 

現
場
を
確
認
し
、

良
い
状
態
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

桜
の
木
は
県
の
敷
地
内
に

あ
る
た
め
、
管
理
責
任
は

県
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

で
き
れ
ば
、
県
の
敷
地
と

し
て
桜
並
木
を
綺
麗
に
管

理
し
て
も
ら
う
の
が
最
良

だ
と
考
え
て
い
る
。

【
野
口
】 

そ
も
そ
も
、
旧
中

山
町
時
代
に
桜
が
植
樹
さ

れ
た
経
緯
は
。

【
町
長
】 

中
山
町
誌
や
報

恩
峠
の
記
念
碑
に
よ
る
と
、

昭
和
37
年
に
中
山
町
長
が

萩
原
集
落
の
協
力
に
よ
り
、

道
路
両
脇
に
桜
を
植
樹
し

た
。
放
置
さ
れ
て
、
順
調

に
成
長
し
た
も
の
は
少
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和

54
年
に
中
山
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
大
山
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
事
業
計
画

し
、
補
植
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
野
口
】 

先
人
が
残
し
て
き

た
桜
並
木
を
し
っ
か
り
守

る
べ
き
と
考
え
る
。

　
今
後
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
動
い
て
い
く
か
。

【
町
長
】 

報
恩
峠
の
桜
は
本

町
の
観
光
資
源
の
一
つ
で

あ
る
た
め
、
今
後
、
県
と

協
議
し
な
が
ら
対
策
を
進

め
て
い
き
た
い
。

野野
のの

口口
ぐちぐち

俊俊
としとし

明明
あきあき

 議員 議員
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議員と語る会議員と語る会
集落へ出かけます！集落へ出かけます！

今年も、秋の「語る会」は、集落・自治会単
位で行います。
☆開催日程／１１月下旬まで
☆テーマ／「集落で抱える身近な課題」など
☆問合せ・申し込み／
　　区長さんを通じて、議会事務局へ
　　Tel 0859-54-5213

お知ら
せ

New
s

Web アンケートのお願いWeb アンケートのお願い
　「議会だより だいせん」の感想を
お寄せください。
　右記のQRコードを読み取ってい
ただくと、アンケート入力フォームにアクセ
スできます。（所要時間３分程度）
　みなさんの声をお待ちしています。

自治功労者表彰自治功労者表彰
　令和６年８月１９日、鳥
取県西部町村議会議長
会から、自治功労者と
して２名の議員が表彰
されました。
　通算１１年以上の在
職期間とその功労が評
価されました。

　
ほ
か
に
西
坪
展
望
公

園
ト
イ
レ
は
議
会
で
説

明
を
受
け
た
場
所
と
違

う
場
所
に
建
設
さ
れ
た

が
、
問
題
な
い
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

　

町
長
は
説
明
し
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
住
民
、

議
会
へ
の
説
明
不
足
は

否
め
な
い
。
納
得
は
で

き
な
い
。

電
動
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

　
利
用
状
況
は

町長

必
要
時
に
使
用
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
保
管
中
で
あ
る

【
西
本
】 

令
和
３
年
度
に
購

入
し
た
電
動
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
（
Ｅ-

Ｍ
Ｔ
Ｂ
）
は
、

約
40
万
円
の
も
の
を
20
台

で
約
８
０
０
万
円
か
け
て

購
入
し
た
。

　
そ
の
後
の
利
用
は
実
証

実
験
を
繰
り
返
す
ば
か
り

で
具
体
的
な
使
い
方
が
定

ま
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

【
町
長
】 

実
証
実
験
に
よ
り

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で

は
民
間
で
の
事
業
運
営
は

む
ず
か
し
い
こ
と
が
見
え

た
。
必
要
時
に
使
用
す
る

た
め
に
保
管
中
で
あ
る
。

【
西
本
】 

ず
い
ぶ
ん
遅
い
事

業
で
あ
る
。

　
物
価
高
騰
な
ど
住
民
生

活
が
大
変
な
中
、
町
は
約

１
５
５
３
万
円
も
か
け
て

実
験
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、

本
来
は
や
る
べ
き
こ
と
が

決
ま
っ
て
か
ら
物
品
を
購

入
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
当
時
の
契
約
方
法
に
も

疑
問
が
残
る
。

【
町
長
】 

ス
ピ
ー
ド
感
に
つ

い
て
遅
す
ぎ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。
契
約
も
ル
ー

ル
ど
お
り
や
っ
て
い
る
。

西西
にしにし

本本
もともと

憲憲
のりのり

人人
とと

 議員 議員観光局にE-MTBがあるのに
なぜ町で購入が必要だったのか

　大山町議会では、全議員で DMO（観光地域づくり法人）の先進事例視察を実施しました。視察先は、
兵庫県豊岡市と岡山県奈義町で、それぞれの DMO が取り組む観光戦略や地域資源の活用法を学びました。
　視察を通じて、デジタル技術の活用や、地域に根ざした人材育成、そして明確な戦略に基づく観光施策
の重要性を実感し、今後の大山町 DMO の方向性に活かせる多くの学びを得ることができました。

行政視察
R6.7.10~11議会全員で視察してきました。

DMO（観光地域づくり法人）事例

【特徴】
・観光戦略は「自然とアートと美食の町」
・奈義町現代美術館が観光集客の目玉
・サントリーから出向の人材が DMO を舵取り
・戦略に忠実にマーケティング活動に取り組む

【本町への活用】
　サントリーから営業のプロを招

しょう
聘
へい

し、少数精鋭
で、戦略に沿ってやるべきことに集中する姿勢は
大変参考になった。やらないことを決めることも
大切と感じた。

大原議員 大杖議員

 ビジット奈義

町内観光業者との連携の秘訣は

事業本部長から細かな内容を聞き取る

【特徴】
・城崎温泉を核とした観光まちづくり
・観光 DX/ データ活用の先進事例
・常に宿泊予約数をエリア全体で共有して対

策を検討
・ 2016 年から８年で外国人客数が 57 倍に

【本町への活用】
　豊岡市では、マーケティング人材を外部か
らの登用だけに頼らず、市役所職員を民間企
業に出向させるなど、長期的な視野で職員育
成を進めてきた。大山町 DMO でも町内の人
材を育成していくのが望ましい。

   豊岡市観光イノベーション
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大山
トリビア

「お経滝」　2017年に町内の阿弥陀川支流で無名滝が佐摩集落の小原邦彦さんにより発見され「お経滝」と
命名された。経路図は大山公民館にあり、今では多くの人がトレッキングで訪れている。

「ホンビニ」　大山町御来屋のＪＲ名和駅近くに今春、本屋とコンビニを掛け合わせた売店「ホンビニ」として、
「fab box(ファブボックス)」が開店した。営業日時は、毎週金曜日の17時～21時。トピックス



議員ってどうやってなるの？議員ってどうやってなるの？なり⼿不⾜！？

西本
小谷

野口

池田

近藤

米本
島田

吉原

大杖

豊

杉谷

岡田 大原

門脇

大森

名和
地区

高麗
地区

上中山
地区

秋冬頃 2/21 4/6 4/13 4/18

政治活動期間 選挙期間

政
治
団
体
立
上
げ

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
問
合
せ

立
候
補
予
定
者
説
明
会

供
託
金
納
入

提
出
書
類
等
が
配
ら
れ
ま
す

事
前
審
査

届
け
出
書
類
の
事
前
確
認

告
示
日

投
票
日

選
挙
運
動
開
始

立
候
補
の
届
出

選挙カー、投票依頼
※NG（戸別訪問など）

住民との対話、リーフレット配るなど
※ NG 「選挙に出ます」「１票お願いします」

２つの期間のちがい

スケジュール目安

選挙運動期間
　「選挙にでます、１票お願いいたします」とハッキリ言える活動期間は告示日からの投票日前までの５日間だけ。
　告示日前の選挙運動は法律（公職選挙法）で禁止されているので気をつけましょう。

政治活動期間
　告示日前は選挙運動はできませんが、政治団体を立ち上げて政治活動を行うことは可能です。
　多くの人に存在を知ってもらうため、候補者のほとんどは事前に政治団体を立ち上げて活動しています。

（※2021年選挙時のもの）

当選後はすぐに予定あり！
当選証書付与式（4/19）
新人議員説明会（4/20）
議会事前説明会（4/26）

選挙活動は人によってちがう
自分の住んでいる地域、手伝ってもらえる支援者の
方たちと話し合いながら、自分にあった戦いに

まとめ

　大山町には旧校区ごとに分けると 10 地区ありま
す。しかし現状では高麗地区、名和地区、上中山
地区には後援会事務所を構える議員がいないため、
これらの地区は「空白地帯」とも呼ばれています。

議員の後援会事務所マップ

過去の選挙結果一覧
　大山町で過去にどんな選挙があったのか候
補者を見ながら自分が出馬することをイメー
ジしてみましょう。

　次の大山町議会議員選挙まで約5ヵ月となりました。前回に引き続き少しでも多くの人に“その気
になってもらう”ため「議員ってどうやってなるの？」のコラムを連載します。
　イメージしやすいように、具体的なスケジュール、活動の違いをまとめてみました。

大山町議員になるには大山町議員になるには
議員になるには議員になるには立候補立候補して、して、選挙で当選選挙で当選しないといけません。しないといけません。
選挙に出るためには条件があります。選挙に出るためには条件があります。

•• 日本国民で満 25歳以上　日本国民で満 25歳以上　•• 大山町の選挙権を持っていること大山町の選挙権を持っていること
（引き続き3カ月以上大山町に住所のある者）（引き続き3カ月以上大山町に住所のある者）

条件

※町 HPより参照
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「中山わいわいフェスティバル」　毎年11月3日開催、中山農業者トレーニングセンターで開催。じゃんけん
大会や、わいわいフェスティバル恒例の「幸運の餅まき」などが行われる予定。(問合せ先:大山町商工会)

用語
解説

「選挙期間中の戸別訪問の禁止」　一軒ずつ家を訪問し、特定の立候補者や政党への投票を依頼する行為を
「戸別訪問」と言います。選挙期間中の戸別訪問は公職選挙法で禁止されています。 トピックス
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猛
暑
が
続
い
た
夏
が
過

ぎ
、や
っ
と
秋
が
来
ま
し
た
。

 

日
本
の
ト
ッ
プ
も
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
地
方
創
生
に
本

腰
が
入
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

 

９
月
定
例
会
で
は
決
算
審

査
を
行
い
議
会
か
ら
の
意

見
も
付
帯
意
見
と
し
て
５
つ

追
加
し
、町
長
に
提
言
い
た

し
ま
し
た
。ま
た
私
個
人
も

一
般
質
問
に
て
２
期
目
の

竹
口
町
政
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
質
し

ま
し
た
。

　
大
山
町
も
国
政
も
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
中
、大
山

町
議
会
議
員
一
同
、し
っ
か

り
と
町
民
の
皆
様
の
声
を

聞
き
、町
政
に
反
映
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
を
見
か
け
ま
し
た

ら
ど
し
ど
し
と
お
声
が
け

頂
け
ま
し
た
ら
嬉
し
く
思

い
ま
す
。 

（
大
原
）

発
行
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任
者
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長
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　英
介

　副
委
員
長
　近
藤
　大
介

　
　
　委
員
　吉
原
美
智
恵

　
　
　委
員
　大
森
　正
治

　
　
　委
員
　大
原
　広
巳

　
　
　委
員
　池
田
　幸
恵

　
　
　委
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　憲
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児
童
養
護
施
設 

光
徳
子
供
学
園

　
大
山
町
名
和
地
区
で
児
童
養
護
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人 

光
徳
子
供
学
園
は
、戦
災
孤
児
を
受
け
入
れ
て
以
来
、

今
年
で
創
立
79
年
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。令
和
６
年
度
か
ら

は
、新
し
い
理
事
長
と
園
長
の
下
で
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

児
童
養
護
施
設
と
は

　
児
童
養
護
施
設
と
は
、保
護
者
が
い
な

い
児
童
、虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
、そ

の
他
の
環
境
に
よ
り
養
護
が
必
要
な
児

童
が
、生
活
し
な
が
ら
勉
強
を
す
る
施

設
で
す
。ま
た
、退
所
し
た
児
童
に
対
し

て
、相
談
に
応
じ
た
り
、自
立
を
支
援
し

た
り
す
る
援
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は

　
現
在
、小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
10

人
の
児
童
が
、２
つ
の
ホ
ー
ム
に
分
か
れ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。小
中
学
生
は
徒
歩

や
自
転
車
で
校
区
の
学
校
に
通
い
、高
校

生
は
近
隣
の
学
校
に
電
車
で
通
っ
て
い
ま

す
。高
校
生
の
中
に
は
、自
立
に
向
け
て

ア
ル
バ
イ
ト
に
励
ん
で
い
る
生
徒
も
い

ま
す
。今
後
は
、関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、職
員
と
入
所
児
童
を
段
階
的
に

増
や
し
、３
年
以
内
に
全
４
ホ
ー
ム
と
多

目
的
棟・家
庭
支
援
棟
を
フ
ル
稼
働
（
一

時
保
護
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、子
育
て
サ

ロ
ン
な
ど
）さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

一緒に働く仲間を募集しています

【ボランティア】草刈り隊、助っ人隊（多数） 

【職員】保育士、児童指導員（３名）、セラピスト（１名） 社会福祉法人　
　児童養護施設光徳子供学園
住所　大山町名和1239-1
電話　0859-54-2550

募集職種 募集のお問い合わせ先

職務内容：施設での入所児童の養育に係る支援業務全般
　　　　　施設での入所児童の心理療法に係る業務全般 
待　　遇：給与 206,200 円～ 234,900 円
　　　　　賞与年 2回、各種手当あり ←施設の詳細など

左記のQRコードから
公式ホームページを
ご覧ください。

地
域
と
と
も
に
歩
む
施
設
を
め
ざ
し
て

子供学園を飛び出し、地域にでかけて学んでいます


